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1. は じめ.に

 一 般 に,大 学 に おけ る コン ピュー タの計算 サ

ー ビスに対 しては 多様 な利用 時 間帯が要 求 され

る。 と くに,学 年 末の ような研究 成果 をま とめ

る時期 に は利用 が集 中す るため計 算サ ー ビスの

時間延 長が 必要 とな るω～(3)。

 こ の よ うな理 由 か ら,利 用 ピー ク時の ジ ョブ

処理 量の 増大 を図 る ため,情 報処 理 セ ンターで

は オペ レー タの勤務 時 間外 の計算 サー ビス を行

う無 人運転 シス テム を開発 し,学 内 利用者 に対

しサ ー ビス を行 って きた(4)。

 この シス テム は,1次 シ ス テム として昭 和56

年6月 に調 査 ・設 計お よび開発 を始 め,翌 年10

月 よ りサ ー ビ スを開始 した。 さ らに,昭 和59年

9月 の新 機種 導 入に伴 い,今 までの経 験 を生か

して2次 システ ム と して再 整備 し,昭 和60年11

月 よ りサ ー ビ スを開始 した。

 1次 シ ス テム は,ハ ー ドウェア依 存形 の シス

テム で,事 前(有 人時)に 設定 された スケ ジュ

ー ル以 外の動 作 は行 え なか った
。 その後,新 機

種 の導 入 を期 として学 内 ネ ットワー クが 充実 し,

学 内 各所に 日本語端 末 機 が配 置 された こ とから,

研究室に居 なが らコンピュー タシステムの動作

状態 を知ることや無人運転 システムの制御(運

転時間の設定)な どの必要性が生 じて きた。

 このようなこ とか ら,ソ フ トウェア(使 い勝

手)を 整備 し2次 システム としてサー ビスを開

始 したので,そ の内容について報告する。

2.無 人運転システムの もつべき機能

 年々増加す るジ ョブ処理量に対応するため,

1次 システムは夜間運転によ りその 日に投入さ

れたジョブはその 日の うちに処理す ることを目

ざした ものであった。

 2次 システムではこれ を前進 させ,ネ ッ トワ
ークや端末機の充実 と合せ ,い つでもどこか ら

でも使用で きる態勢の確立を目ざした。

 ここでは,利 用者の使い勝手か ら見た設備上

の環境 と無人運転 システムのもつべ き機能につ

いて述べ る。

2・1利 用上の環境

 学内の利用者は大 きく分けて,セ ンター内機

器のオープン利用 とネットワークを通 してTSS

またはRJEで 計算サー ビスを受けることがで

きる。

(1)セ ンター内機器のオープン利用

 オペレータ不在時でもセンター内機器のオー

プン利用ができる。これはネットワー クか らでは
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できない作業，たとえば，磁気テープ装置など

センター内でなければ無い装置の利用に対応し

ている。

（2）学内LANと大学間コンピュータ・ネット

 ワーク

 新機種の導入に合せて，学内各建屋を経由し

て光ケーブルを敷設した。これに伴って各学科

等で共同で利用できるTSSの端局（基本構成：

日本語ディスプレイ装置2台，日本語プリンタ

装置1台）を開設し，センターまで来なくても

計算ができるようになった。また，国立大型計

算機センター間のコンピュータ・ネットワーク

にも加入しており，研究室からでも出張先から

でも利用できるようになった。これにより「ど

こからでも」利用できる態勢が整った。

2・2 システムのもつべき機能

 上述したように，1次システムにおける計算

量の増加のみでは利用者の要望を満足すること

ができなくなってきた。今日のように，研究室

の側に装置が配置されれば研究者はいつでも使

いたくなる。また，そのときにはコンピュータ

の運転状況などの情報をできるだけきめ細く知

りたくなる。

 そこでわれわれは，「いつでも」使用できるた

めの機能について次のような点に配慮した。

（1）運転終了時刻の指定

 大学における計算需要はシーズンによって大

きく異なる。また，一週間の間でも曜日によっ

て異なる。このような状況のもとで一定スケジ

ュールでコンピュータを運転することはランニ

ングコストから見て望ましくない。このため，

利用者自身がその日に必要なだけ運転時間を設

定できることが望ましい。

（2）運転状況の案内

 無人運転時にはコンピュータ側で発生した異

常はセンター外の利用者にはその状況がわから

ない。その異常がコンピュータの動作できない状

況であったときには端末機を通してでは利用者に

伝えようがない。このため，別ルートで連絡網を

用意する必要がある。

（3）ニュースの速報態勢

 利用者による運転終了時刻の指定の延長上に

は，24時間一週間連続運転がある。このような

環境のもとでは，緊急に発生したシステム整備

等の作業や障害情報を迅速に利用者へ連絡する

必要がある。また，．ネットワークからの利用に

慣れた利用者はセンターへ足を運ばなくなる。

このため，利用形態の変更や新しいソフトウェ

アのニュースをタイムリーに伝える必要がある

し，利用者の声をセンターが知る必要もある。

3．無人運転システム

 本報告で述べる無人運転システムのうち，環

境設備の監視を行う装置はわれわれが設計し，

その製作を業者に依頼した。また，コンピュー

タに関わるソフトウェアはそれぞれ分担して開

発した。

3・1 システム構成

 このシステムは，環境を監視し異常を検出す

る機構とその異常の内容を判断し全体を制御す

る監視制御装置，コンピュータをコントロールす

るOSとその配下で動作するプロシジャ，利用者

の操作を円滑に行うソフトウェア群，そして運

転状況の記録や案内を行う機構から構成されて

いる。これらの関連を図1に示す。

 無人運転時に異常が発生したときに，コンピ

ュータシステムの保全を図るため全設備の停止

を行うのであるが，異常の内容（停電等）によ

ってはその回復後システムを再起動することが

可能であり，そのしくみについて検討中である。

3・2異常検出機構
 ここで述べるセンサーだけでは種類，精度と

もに十分であるとは考えていないが，過去4年

間の使用経験から今のところ不都合な点はない。

（1）ハードウエア

 コンピュータの本体や周辺装置の異常はSVP

を通し通知される。このうち，本体や磁気ディ

スク装置などの動作の基本となる装置のときに

は異常信号を送信する。

 （2）オペレーティング・システム

 オペレーティング・システムはSVPと定期的
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（3分または10分間隔）に交信しながら、動作

する。その交信が途絶えたときに，SVPは才

ペレーティング・システムが動作不能になったと

判断し異常信号を送信する。

（3）電力異常

 検出できる異常は欠相，漏電，過電圧，逆相，

不足電圧（停電）の5種類である。

（4）空調機異常

 異常の発生原因には，コンプレッサー異常，

漏水，盤内火災などが考えられるが，これらの

障害のほとんどはコンプレッサー異常に反映さ

れることから，この異常のみを検出することに
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した。

（5）温度・湿度異常

 空調機不調などの環境異常によりその結果と

して温度や湿度の上昇が考えられることから採

用した。

（6）火災警報

 建物の火災警報設備を流用した。現状では不

十分であり，今後精度の向上と消火設備の充実

を検討しなければならないだろっ。

3・3 異常発生時のシステム動作

 前に述べたいずれかの異常信号が発信された

とき，このシステムは即時停止または緊急にオ

電力異館検出機構

空調機異常検出機構   →

温度・湿度異衛検出機構  →

火災警報装置

↑    1
↓

無人運転監視制御装置

週間スケジューラ → システム停止状況記録装置

起 動機構 →   運転状況表示装置

停 止 機構 → テレフォン・サービス機構

警報制御機構 → 火報・在室・運転表示盤
（警務員室）

↓

空調機讐設備停止機構

図1 無人運転システム概念図
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ペレーティング・システムの停止を行ってからハ

ードウェアの停止のいずれかの動作をとる。こ

の流れを示したのが図2である。

（1）即時停止の動作

ハー hウェアまたはソフトウェアからの異常

信号を受けたSVPは，SPCへ計算機系電源切

断信号を送り，そののち無人運転監視制御装置

へAPCUを経由して環境設備停止信号を送信
する。

r一一‘■一’

異
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信
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ユ＿＿＿＿＿→

ハードウエア

O，S

1計算機系
電源切断信号

緊急
停止
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停止完了
信 号

     電源
↑     切断
緊急停止  信号
信 号

環境

セン

サー

澤灘1
環境異常
発生信号

O S

緊急停止OPI

使用中端末へ
ﾙ急停止通知

TSS停止

バッチジョブ
?結

システム

?給

電源切断命令
ｭ 信

異常信号

リセット信号

無

盛

装

人 運

視 制

転

倒

置

重阿「一丞匿藩≡］
←一一一一：ハードウェアまたはOS異常信号経路

←一…一一：環境異常信号経路

←一一：共通の制御信号経路

OPI：OperationProcedureInterpreter

S P C：System Power Controller

  図2 異常発生時のシステム動作
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（2）緊急停止の動作

 異常が発生してもしばらくはコンピュータが

動作しうるとき（空調機異常などプには，処理

中のジョブなどを保護するために，緊急停止用

プログラムを動作させ，オペレーティング・シス

テムの停止を行ってからSVPへ計算機系電源

切断信号を送信する。これ以降は即時停止と同

じ動作をとる。

（3）無人運転監視制御装置の動作

 この装置は，センサー群がらの異常信号の識

別と緊急停止信号の発信および環境設備の停止

と各種案内の切り換えを行う。

 また，センサー群の誤動作を防ぐために，確

認のリセット信号を送る。この信号を送信後も

異常信号が送信されてくれば，コンビュータシ

ス÷ムに対して停止信号を送信する。この対象

となる異常とリセット信号送信間隔は次のとお

りである。

①空調機コンプレッサー異常：3秒後

②温度・湿度異常     ：10分後

③火災警報       ：3秒後

4．利用者とのインターフェース

 コンピュータを無人で運転し，その計算力だ

けをサービスしたのでは不十分である。センタ

ー員の勤務時には結構ユーザ対応に時間を賞し

ている。ここでは，その内容を分析した結果，シ

ステムに持たせるべき主な機能について述べる。

4・1運転時間予約システム

 いかに無人運転といっても利用者の居ないの

に運転することはない。このことは一定時刻ま．

での運転であっても同じことが言える。われわ

れは利用者の希望する時刻まで運転できるよう

に，運転時間予約システムを開発した。これは

利用者が身近の端末機からその時刻を指定する

もので，システム自身が自動でセットアップす

る。

（1）構成

 このシステムは，大きく分けて次の3つの部

分から構成されている。
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①リザーブ・モジュール ：利用者との接点

になるプログラムで，システムの初期設定，運

転終了時刻の受付，確定，通知などの処理を行う。

②リザーブ・0PI ：OSW／F4で提供さ
れるOPIを使用し，各モジュールの起動および

サービス終了時刻の通知を行うプロシジャであ

る。

③システムクローズ・O P I ： システム停

止を行うプロシジャで，リザーブ・O P Iから

受信した時刻までTSSを動作させ，バッチジ

ョブの終了監視または凍結を行う。

（2）モジュールの起動と動作

 このシステムを構成する各モジュールと動作

順序の詳細を図3に示す。

①初期設定モジュール

 このモジュールはリザーブ・OPIにより起

動される。起動時刻は，前日にシステム停止が

行われたときには当日のコンピュータシステム

起動時，終夜運転が行われたときには午前9時

にセットされている。そののち1時間のうちに

オペレー一夕によりその日のサービス終了時刻を

設定することもできる。

②運転終了時刻参照・更新モジュール

 運転終了時刻の更新は有資格者（現在のとこ

ろ職員および大学院生）のみが行える。また，

参照は全利用者が行える。この参照・更新はTSS

のRESERVEコマンドで行うのであるが，そ

の実行時の端末画面への表示内容を図4に示す。

③運転終了時刻の決定

 運転終了時刻はTSSに対して決定する。そ

ののちはシステムクローズ・O P Iの監視下で

運転が行われ，終了時刻が近づけば前もって予

告メッセージが使用中の端末機へ送信される。し

たがって，そのメッセージ送信の直前まで終了

時刻の更新が可能であるが，現在のところこの

機能は完成していない。

④サービスの終了

 システムクローズ・OPIはTSSの終了時刻を監

視し，その15分前，5分前，直前の3回，その時

使用中の端末機ヘメッセージを送信した後，T

SSの停止を行う。このとき，処理中あるいは
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利   用   者 運転時間予約システム
時刻 端 末 操 作 リザーブ・モジュール リザーブ・OPI システムクローズ・OP工

初期設定 初期設定モジュール
電源投入時 モジュール 起     動
または

9：oo
↓

  ，^転時刻テーブル

19：OO設定

10：OO
RESERVEコマン．ド 運転時刻 （決定時刻待ち〕

による運転時刻の 参照・更新モジュール

参照・更新

U ↑↓

運転時刻テーブル

I8：30

運転時刻決定 運転時刻決定
モシ旦一ル モジュール起動

終了時刻

18：30 システムクローズ
送信 OPI 起動 篇［司

終了時刻送信

使用中端末

18：30

RESERVEコマンド 運転終了時刻
による運転終了 参照モゾユール

時刻の参照
↑

運転終了時刻

テーブル

o

15分前

終了予告
5分前

使用申端末 メッセージ

1分前
送    信

終了時刻

一（バッチジョブ終了待ち〕
区区

図3 モジュールの起動と動作
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処理待ちのバッチジョブがあればそのまま運転

を続け，終了をもってシステムの完全停止を行

う。しかし，翌朝6時の時点でも処理中であれ

ば一度合ジョブを凍結しシステムを停止する。

これは運用上の問題であり，システム的には運

転を継続しても問題はない。

4・2運転状況の案内

 電力の瞬断など人問の感覚では識別できない

ような環境異常が発生しシステム停止が行われ

たときには，たとえセンター内で使用中であっ

ても利用者にはその理由がわからない。まして，

洲＊舳＊洲洲洲洲淋＊＊洲＊＊淋洲洲＊洲洲＊＊＊85－10－14＊＊

＊                                      ＊

＊     TOD＾Y，S SERVICE CしOSE TlME ：  ＾CCEl〕T   ＊

＊                                       ＊

＊  85－10－14 FR1， 20：00        ＊
＊                                      ＊

＊＊＊㍗＊＊＊遼＊＊＊遼＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（a）終了時刻変更受付中の画面
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ネットワークを通したセンター外からの利用者

にはさらにわからない。このようなことから，

センター内のオープン利用ができるコーナーに

運転状況表示盤を設置した。また，センター外

からの利用者に対しては学内電話によるテレフ

ォンサービスを行うことにした。

（1）運転状況表示盤

 運転状況の表示は，状態により手動，自動お

よび環境異常発生の3つがあり，その内容との

組合せで表示する。これらはプレート上に刻ま

れており，該当内容のランプを点灯させて表わ

す。その組合せを表1に示す。

     表1 表示内容の組合せ

表示内容

サービス中

一時停止中

保守・点検中

サービス終了

AUTO MANUAL 環境異常

＊竈念＊オ遼＊オ＊＊遼＊：．：遼＊遼＊＊桑＊オ＊＊：・：遼＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊85－10－14＊＊

＊                                      ＊

＊     TOD＾Y，S SERΨ一CE CしOSE TIME ：  ＾CCEl〕T   ＊

＊             ．                        ＊

＊  85－10－14 FRI． 20：00        ＊
＊                                      ＊

＊オ＊＊＊＊＊オ遼桑遼桑■：・：ホ遼ホ＊オ＊＊ホ業＊；・：＊㍗＊オ＊＊：．：＊＊＊＊＊＊＝．＝＊＊＊＊＊＊＊

PLE＾SE lNl〕I」T TOD＾Y，S SERVICE CLOSE TIME ？

   下川6：：22：00…・一・・・・…禾11用者入力

 オ＊素＊ U■〕D＾TE SUCC旧SS ＊＊＊＊

淋淋洲洲洲洲淋洲洲淋＊淋舳淋淋淋舳淋＊85－10－14洲
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    （b）終了時刻変更前後の画面
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   （C）終了時刻決定後の画面

図4 RESERVEコマンド実行時の画面

（2）テレフォンサービス

 現在のところ音声の内容はサービス中，サー

ビス終了および環境異常発生によるサービス

終了の3種類で，手動または自動で該当内容が

通知される。

 この機能が利用者の間に定着しつつある今日，

さらにきめ細い情報を伝えるために，一般案内

用の機能を追加することを検討している。

4・3 ニュースシステムによる速報態勢

 ネットワークによる利用形態が充実し利用者

はセンター貝と面談する機会が少なくなってき

た。また，無人運転システムによりコンピュー

タの長時間運転ができるようになったため，緊

急を要するシステム整備のための作業時間がと

りにくくなってきている。このようなことから，

毎日のシステム状況や緊急連絡事項を利用者ヘ

タイムリーに伝える必要が生じてきた。

 われわれはこの点を重視し，学内各所に日本

語ディスプレイ装置が配置されていることから，

日本語で伝えるニュースシステムを開発した。

 利用者は，一般の端末機からTSSのセッシ

ョン開設時にブロードキャストメッセージとし

てニュースが更新された日付を知ることができ
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る。この更新日付はバッチジョブの出力用紙中

の会計情報頁にも出力される。

 ニュースの更新を知った利用者は，最寄の日

本語ディスプレイ装置を使用してTSSのNEWS

コマンドを入力することによりニュースシステ

ムをアクセスすることができる。このシステム

の操作の手順を図5に示す。

ン ニ ュ 一 ス パネ ル デ 一 タ セ ツ
ト

タイムリーニュースニュース

炎凬pネル

参照
ｭ＝＝＝1

参．鱈用

@二＾一ス
@データセット
@ω・
@t2〕・

@工3〕・

 利用者オ ペ レー シ ヨ

@  NEWSコマンド投入

@         ↓

@ 対象ニュースの選択
@   〔タイムリー／スクラソプ〕

ｩ一 尢ｹ〕

@   ↑

@         ↓

@ 出力先の遭択
@   （画面表示／印刷出力）

@   τ

@         ↓

@ 二旦’ス項目の道択
@   （タイムリー17項目〕

@         ↓

@      印刷簑冒の指定
@       〔NPR／NLP〕

@         ↓

@ ニュース表示および印刷

mDP ： 日本語ディスプレイ装置

mPR ： 日本橋フ’リンタ装置

mLP 1 日本籍ラインプリンタ装置

1タイムリー

@二＾一ス〕

〔スクラリプ

@ニュース〕

出力形態

@選択パネル

    口

@  複写

@ 前ニュースの保存

@   U

Xクラソプニュース

更新用

@二旦一ス

@テ」タセット

幡西表示〕 〔印刷出力〕

ニュース項目

竭�pネル
 参照
ｭ1三’＝ 参照用

@ニュース

@データセット

@ω・・

｛7〕・

〔ニュース

@項副

｛3〕・

②・

印刷装置

@指定パネル

lNDP〕   （NPR〕
@       Iニュース   ｛二’一ス 表示     印刷）

?Fパネル又は表示

i 〕1選択項目

 〔NLP〕
@ ■｛二＾一ス 印刷〕

図5 ニュースシステム操作手順
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NEWSコマンドを入力すれば，画面上に初
期パネル（ニュースの大項目）が表示される。

続いて，希望の項目を番号で選択すれば出力（表

示または印刷）先の選択パネルが表示される。

出力先を指定すれば，希望の項目のニュースの

見出しが表示されるので，それを選択すればよ

い。

5．今後への課題

 以上述べたコンピュータの無人運転システム

は，すでにサービスを行っており学内利用者の

好評を得ている。しかし，設備面から見ればそ

の多くは経費に関わるが，次のような問題を抱

えており今後解決して行かなければならないと

考えている。

（1）ハードウェア面

①襲雷（電力不安定）対策

 当大学は襲雷の多い地域にある。このことか

ら，通信系に対しては光ケーブルおよびアレス

ターを設置したため各端末機に障害は発生しな

かった。しかし，襲雲状況によっては電力供給

が不安定となる。処理中のデータを保護するた

め，UPS（Uninterruptib1e Power SupP1y）の

ような装置によって電力の安定を図る必要があ

ると考えている。

②火災対策

 現システムでは，建物に対する火報設備を流

用した。しかし，コンピュータ内に多くのデー

タが蓄積されている今日，その保護を十分に行

わなければならない。このため精度の良いセン

サーと機器に無害な消火設備の検討を急ぐ必要

がある。一

③地震対策

 現センターでは，基準を満足する強度のフリ

ーアクセス床が採用されている。また，設置さ

れた機器の転倒についても基準を満足している。

しかし，地震発生時におけるコンピュータの停

止は，現在電力供給の停止にたよっているのが

現状であり，今後は地震検出装置の設置が必要

であろうと考えている。
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④その他

 以上の設備のほか，侵入警報装置などが必要

かも知れない。

（2）ソフトウェア面

 自動運転のためのメー力一製品は，一定のス

ケジューリングされた作業に対して効率よく動

作する。われわれの開発したシステムもこれを

べ一スとして開発した。

 しかし，大学における利用形態は昼間と夜間

とでは自ずと異っている。また，学年末のよう

にシーズンによっても異っている。このような

ことから，これらの要求に柔軟に対応できるシ

ステムが必要となるであろうと思われる。

（3）利用面

 夜間利用時には相談相手不在のため，シス

テムの理解不足が作業に大きく影響する。この

ため，使用中の他の利用者を知り相談相手にな

ってもらえるようなしくみ，たとえば，端末問

で日本語によるメッセージ交換が容易に行える

ことが望ましいと考えている。

6． おわリに

 以上述べたコンピュータの無人運転システム

は，ただジョブ処理量の増大を図るだけでなく，

学内利用者がタイムリーに使用できるように，

使い勝手とソフトウェアを重視したものである。

 1次システムの運転重視から，2次システム

の使い勝手を考慮したのであるが，この経験を

今後に生かしさらに洗練されたシステムにした

いと考えている。

 最後に，このシステムの開発にあたっては前・

現センター長をはじめ，運営委員各位，学内関

係部局担当者，そしてファコム・ハイタック株式

会社関係者の理解と協力のもとで行われたこと

を報告し，ここに厚くお礼申し上げる次第であ

る。
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